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データの取り扱い方・ワンポイントアドバイス！！ 
 

 

 

                                            USBフラッシュメモリ 

                                           (32MB,64MB,128MB,256MB) 

 

     校務パソコン(windows98以上)  

 

 

 

 

 

     個人ノートパソコン(windows98以上)             USBポータブルハードディスク 

                                        (20GB,40Gb,60GB,80GB,160GB) 

（準備するもの） 

（１）USBフラッシュメモリ（６４MBで十分です）３、５００円くらい（一時保存用として便利） 

（２）USBポータブルハードディスク（４０GBで十分です）２０、０００円くらい（バックアップ用） 

 

（使い方） 

（１） 校務パソコンや個人のノートパソコンの USB コネクタに USBフラッシュメモリを刺して、フロ

ッピーのようにデータを保存したり、開いたりする。場所をとらず、衝撃に強くケイタイスト

ラップにつければ、いつでもどこでも利用できる。ただし、USB コネクタがあるパソコンでの

み使用が可能。また、windows９５は対応していない。Windows98は専用ソフトが必要。 

 

（使い分けの注意） 

（１） USBポータブルハードディスクは記憶容量が大きいので、バックアップ用として便利。直接デ

ータを開いたり、保存したりしてもよいが、ちょっとした衝撃で壊れやすいので注意が必要。 

（２） USB フラッシュメモリは記憶容量が小さいがフロッピー５０枚分以上ある上に、衝撃に強い

のでデータのちょっとした移動用に便利。ただし、バックアップはとらないと、静電気で壊れ

ることがある。また、小さいので紛失する恐れがあるので注意が必要。 

情報システム管理委員会だより 

（ワンポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

     ＵＳＢフラッシュメモリ（６４ＭＢ） 

       フロッピーディスク４５枚分 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＵＳＢポータブルハードディスク（４０ＧＢ） 

フロッピーディスク２８０万枚分 

 

 

 

 

 

 

 

     ３．５インチフロッピーディスク（１．４４ＭＢ） 

 ﾜｰﾌﾟﾛ文書１００個くらい、もしくは、デジカメ写真５枚程度保存 

 

（購入時のポイント）  USB とは・・・Universal Serial Bus の略 

ＵＳＢには２種類ある。ＵＳＢ１とＵＳＢ２である。前者は古い規格、後者は新しい規格で、スピ

ードが１００倍違う。ただし、パソコン側のＵＳＢコネクタがＵＳＢ２の規格でないとスピードはＵＳ

Ｂ１と同じになり遅くなる。購入時は出来るだけＵＳＢ２の規格の製品を購入すると良い。 

記憶容量はいろいろあるので用途に合わせて購入できます。あまり大容量はお勧めしません。 

ハードディスクのようにフォルダを作成

し、分類して保管しながら作業すると

便利。フロッピーのようにフォルダを作

成せず、ワープロや表計算や他のファイ

ルを一箇所に保管すると探すのが大変

な上に、間違って消す恐れがあり、効率

が悪くなるのでフォルダごとに管理する

とよい。 

USB タイプの電源は不要。小型で余計

な電源ケーブルがいらないので取り回

しが便利。衝撃によわいので、大切に扱

う必要がある。また、記憶容量が大きい

ので、壊れると一揆にデータを消失する

ので、不必要に大きな記憶容量のタイ

プは必要ない。（例：２０GB、４０GB 程

度が無難） 

フロッピーは記憶容量が小さく、さらに

速度が遅い。また、衝撃、磁石、タバコ

の煙に弱いし、２，３年で壊れます。 

ＮＥＣのＰＣ９８時代の１．２５ＭＢフォー

マットされたものは最近のパソコンでは

読み書きできない不都合もたまに起き

ます。必要最小限にし、出来るだけ新

品を使いましょう。 


